
（様式１）

１　施設名 (所管課）

２　施設所在地
高岡市中川園町13-1

３　施設設置年度
昭和61 年度

４　設置目的

５　施設概要

６　指定管理者　　　　

７　指定期間

5 年

～

８　利用者数及び利用（使用）料金収入の状況

　(1)利用者数（人）　　※この他、参考となる指標があれば追加

H26 H27 H28 H29 H30
171,362 183,791 180,701 172,526 182,329

　(2)利用（使用）料金収入（千円）
H26 H27 H28 H29 H30

44,039 44,268 46,181 42,848 46,113

　(3)利用料金収入見込み額（利用料金制導入施設の場合）
H26 H27 H28 H29 H30

44,919 44,919 44,919 44,919 44,919

平成30年度指定管理者による公の施設の管理状況評価表

富山県高岡文化ホール 文化振興課

県民の文化の向上と芸術の振興を図ることを目的とする。

①建物の構造　鉄筋コンクリート造(地下1階地上4階)
②敷地面積　　9,169.01㎡（うち外来駐車場等2,130.10㎡）
③建物面積　　7,999.42㎡(地下987.56㎡、1階3,966.44㎡、2階1,705.32㎡、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3階1,233.85㎡、R階106.25㎡)
④施設内容　　ホール(703名収容)、多目的小ホール(382㎡)、練習室(3室、47㎡×2､136㎡)
　　　　　　　ギャラリー(185㎡)、展示ホール(2F、3F)、スタジオ(68㎡)、
　　　　　　　会議室(4室、54㎡×2､108㎡、99㎡)、和室(3室、17.5帖)
⑤開設　　　　昭和61年10月

　公益財団法人富山県文化振興財団

平成26年4月1日 平成31年3月31日



９　評価項目

(1)利用者数･収入の増減に対する評価

(2)サービス向上に向けた取組み

(3)利用促進（収入増）に向けた取組み

(4)利用者のニーズ把握や苦情への対応

①アンケート結果
実施方法

回答者数
結果
結果を踏まえた
改善事項

②その他利用者の声を反映させる取組み

(5)個人情報保護の取組み

(6)関係団体との連携

実施時期：通年、実施方法：施設利用者には利用時に、観覧者には入場時にｱﾝｹｰﾄ用紙を配布

施設利用者： 114件、事業観覧者：1,531人

高岡文化ホール音楽友の会役員会、ホールサポーターとの情報交換会、各種企画
事業の運営委員との会合などを通して、施設利用に関する意見の収集に努め運営
に反映した。

③主な苦情と対応

個人情報保護規程を定め、職員に周知を図り、適正に個人情報を取り扱っている。

高岡地区の文化施設等と芸術文化情報の共有や文化振興事業の連携を行っている。

･平成30年度に、チケット販売システムでのインターネットクレジット決済及びコンビニ発券
等に対応するためシステムのリニューアルを行った。
・平成30年度に移動可能なベンチを購入し、利用状況に合わせ適宜、休憩スペースを設
けた。

・平成26年度からホームページにリアルタイムの施設予約状況を掲載している。
・施設利用のキャンセル発生時には、積極的に過去の利用者へ情報を提供する等、利用
促進を図った。
・過去に施設を利用した方への抽選会案内や、施設併用割引等の各種割引を広報した。

・平成30年度は、継続事業である「音楽友の会コンサート〈6公演〉」や稲垣潤一コンサー
ト、地元のアーティストによる「輝く富山のアーティストコンサート」等、ホールを拠点とした
多様な公演を開催し、地域の活性化を図った。
・大ホールは、高岡市民会館の休館（平成30年1月）に伴う演奏会等の増加により、利用
率は78％であった(平成29年比5㌽増)。また、小ホールは平成29年度並みの82％であっ
た。利用料金収入は、大ホールや付属設備料が大幅に増加し、対平成29年比では3,265
千円の収入増となった。

アンケート結果から概ね満足されており、接遇など来場者サービ
スを更に向上させる。

・駐車場が狭い、少ない⇒平成30年度は誘導看板を追加製作し適切に設置するととも
に、丁寧な誘導に努めた。
・ギャラリー壁面、会議室椅子の汚れが目立つ⇒平成30年度は、汚損が目立つ壁面のク
ロス張替及び椅子（27脚)の布地張替を行った。

施設利用者：満足90％、事業観覧者：満足83％



(7)施設・設備の維持管理

(8)危機管理・安全管理などの取組み

10　所管課の管理運営確認状況 有／無 回数(有の場合)
　①定期報告の受理　 有 12
　②維持管理・運営状況等の担当職員現地確認 有 3
　③個人情報に関するトラブルの有無　 無 ―
　④危機管理・安全管理上のトラブルの有無 無 ―

【トラブルの具体的内容と対応】

11　今後の課題等（収入確保、経費削減、サービス維持向上等の観点から今後の課題を記載）

  　　

無

・設備の老朽化や、設備が古いため修理部品の供給が困難な場合は、緊急度の高いも
のから計画的に交換及び修繕を実施し、サービスの低下や施設利用に支障が生じない
よう対応していくことが必要である。
・利用率が50％前後の会議室、和室、ギャラリー、展示ホールについては、利用料金の割
引制度のPRや、利用者目線のきめ細かいサービスを提供することにより、既存利用者の
継続利用はもちろん、新規利用者を開拓して利用促進に努めることが必要である。

・舞台機構の点検チェックリスト等を作成し日常から安全点検を徹底している。
・非常時のマニュアルや連絡表を作成するとともに、防災訓練の実施や各種機器の点検
なども着実に実施されている。

適正に管理されている。

富山県高岡文化ホール
大ﾎｰﾙ 小ﾎｰﾙ 練習室 和室 会議室 ｷﾞｬﾗﾘｰ 展示ﾎｰﾙ ｽﾀｼﾞｵ

　26年度 70% 81% 88% 40% 33% 54% 64% 82%
　27年度 72% 78% 91% 42% 33% 50% 49% 85%
　28年度 73% 78% 93% 47% 33% 48% 51% 85%
　29年度 73% 84% 91% 45% 31% 42% 44% 78%
　30年度 78% 82% 91% 44% 30% 53% 55% 70%


